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７金 生寺

　金生寺遺跡は、亀岡市南部に位置する遺跡です。

これまでの調査では、中世の建物跡などが見つかっ

ています。

　第７次調査は令和２年度に国営ほ場整備事業に

伴って実施し、４世紀の大規模な築堤工事の様子が

明らかとなりました。

※表紙写真：水利施設ＳＷ41（北から撮影） 
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【まとめ】 コラム②

古墳時代のリサイクル
　今回の金生寺遺跡の調査では、大規模な水利施設と堤

が見つかりました。これらの遺構は、周辺の田畑を灌漑

する目的で作られたと考えられます。このような遺構が

そのまま残されている例は少なく、当時の土木技術を知

る上で貴重な成果となりました。

　曽我部町では、これまで弥生時代の遺跡は見つかって

いませんが、古墳時代になると犬飼遺跡や春日部遺跡な

どでムラが出現します。４世紀に曽我部町一帯の開発が

大きく進み、多くの人びとが住むようになったと考えら

れます。今回の調査では遠方から運ばれてきた土器が見

つかっていることから、金生寺遺跡周辺には、広く交流

関係を持ち、最新の土木技術に触れることができるよう

な集団が住んでいたものと思われます。

　最後になりましたが、今回の発掘調査にご参加いただ

いた皆様、地元の皆様、ご指導・ご協力いただいた皆様

に深く感謝申し上げます。

　堤ＳＸ02 には多くの木材が使用さ

れており、中には建物の部材と考え

られるものも含まれていました。金

生寺遺跡では、扉や梯子などが出土

しており、近くに建物があったと考

えられます。堤はその建物の部材を

リサイクルして造られたのでしょう。

古墳時代の人びとは、限られた資源

を最大限有効活用していたのです。

図３　曽我部町で見つかっている古墳時代の主な遺跡

写真３　出土した扉材



古墳時代の大規模な土木事業の痕跡か

４世紀の最新技術、木組みの堤

コラム１

山海を越えてきた土器

　土器の形や焼き上がりの様子をよく

観察すると、地元の土器とは違う「他

所からやってきた土器」が見つかるこ

とがあります。今回の調査では、遠く

は徳島県や東海地方、山陰地方などで

作られた土器が見つかっています。

　金生寺遺跡には各地から人びとが

やってきていたことを示しています。

　今回の調査では、４世紀から５世紀前半にかけて使われた水利施設が見つ

かりました（第１図）。水路や堤の痕跡（写真①）のほか、表紙の写真のよう

な大木を使った水利施設ＳＷ41 が見つかりました。ＳＷ41 は古墳時代の河道

の中に作られていたことから、川の流れをせき止めて、貯水施設として使用

されていたと考えられます。

　この施設は、４世紀初めに造られ、その後何度か手直しをされながら５世

紀前半まで利用されたと考えられます。当時としては大規模な事業で、最新

の技術でした（第２図）。

東海地方の土器

（ＳＤ01 上層）

徳島の土器

（ＳＤ21 下層）

　溝ＳＤ01 と溝ＳＤ21、自然流路ＮＲ25 の合流点では、堤の痕

跡（ＳＸ02）が見つかりました。堤ＳＸ02 は、写真①のように

木を縦・横交互に組み合わせて骨組みを造り、その隙間や上に

砂利と粘土で盛土を施すことで、水流に耐えうるように工夫が

凝らされた構造となっています。

写真①　堤ＳＸ02 の骨組み（北東から撮影）

写真②　土器溜ＳＸ07 から出土した土器（４世紀後半）

　溝ＳＤ21 は、溝ＳＤ01 の支流の水路です。写真の土器はＳＤ01 とＳＤ21 の分水点付近

でまとまって見つかりました。そのままの状態で残されていたことから、水路が使われな

くなった際に、土器を使ったマツリが行われたのかもしれません。

第１図　調査区平面図（１/400）

図２　堤ＳＸ02 の復元模式図
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